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件 名 令和８年度第１回龍ケ崎市国民健康保険運営協議会 

年月日 令和８年５月１４日（木） 

時 間 午後１時３０分～午後２時３０分 

場 所 龍ケ崎市役所５階全員協議会室 

出席者 

被保険者代表 ：松井委員、石﨑委員、荒井委員、矢口委員 

医療担当者代表：松野委員 

公益代表   ：寺田委員、鴻巣委員、石井委員、百瀨会長 

行政     ：健康スポーツ部 足立部長、飯田次長 

健康増進課 大久保課長、持丸課長補佐兼医療対策室長 

佐藤課長補佐、山本主査 

        （事務局）保険年金課 飯倉課長、岡野課長補佐、記録者 

会議の内容 

議事（１）龍ケ崎市国民健康保険税条例の改正内容について 

（２）令和６年度特定健診等の実施状況について 

（３）その他 

発言の内容 

事務局 本日は、お忙しい中、ご出席をいただきありがとうございます。会議に先立ち、会

議資料の確認をお願いします。本日の「次第」、「会議資料」、「国民健康保険税条

例の改正案」の３点は事前にお送りしておりますが、お持ちでない方はお配りします

のでお申し出ください。 

そのほかに、本日「令和８年度第１回国民健康保険運営協議会会議資料に係る事前

質問に対する回答」の資料と、茨城県国民健康保険団体連合会が令和８年３月に発行

いたしました「令和６年度版統計でわかる茨城の国保の状況」の冊子を机の上に置か

せていただいておりますので、ご確認ください。冊子につきましては、県内の近年の

状況が分かる資料でございます。お時間のあるときに、目を通していただければと思

います。 

改めまして、ただ今から、令和８年度第１回龍ケ崎市国民健康保険運営協議会を開

催いたします。 

初めに、健康スポーツ部部長の足立よりご挨拶申し上げます。 

足立部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はお忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

また、委員の皆様方には、日頃より、国民健康保険事業全般にわたりまして、ご理

解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

本日、萩原市長が所用のため出席できませんので、代わりまして一言ご挨拶を申し

上げます。 

まず初めに、本市の国民健康保険を取り巻く状況でございます。被保険者数は令和

８年３月３１日現在で１４,３１３人となっております。後期高齢者医療制度の移行や

社会保険加入基準の拡大などによりまして、昨年の同じ月と比較しますと、４９６人

の減、パーセントにしますと３.３％の減となっている状況でございます。 

一方、医療の高度化や高齢化の進展に伴い、１人当たりの医療費は増加傾向にあ

り、国民健康保険財政は厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、被保険者の皆様方が安心して医療を受け、健康で豊かな生
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足立部長 活を送れるよう、持続可能な制度運営を維持していくことが、私どもに課せられた重

要な使命であると認識をしております。 

さて、本日は２つの議事がございます。１点目は、「龍ケ崎市国民健康保険税条例

の改正について」でございます。これは地方税法の改正に伴う国民健康保険税の賦課

限度額等の見直しなどについて、ご審議をお願いするものでございます。 

２点目は、「令和６年度特定健診等の実施状況について」でございます。特定健診

の結果等を踏まえた報告でございます。今後の健康増進事業のあり方について忌憚の

ないご意見を賜れば幸いでございます。 

最後になりますが、本市の健康保険事業の更なる発展のため、引き続き、お力添え

を賜りますようお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

事務局 ここで、事務局より２点ほどお願いがございます。 

まず１点目です。本日の会議は会議録作成のため、会議中のご発言をすべて録音さ

せていただきます。あらかじめご了承ください。ご発言の際は、挙手の上、議長から

の指名を受けたのち、手元のマイクスタンドのスイッチを押して赤いランプが点灯し

てからご発言をお願いいたします。そしてご発言が終了しましたら、もう一度スイッ

チを押していただいて、赤いランプを消していただきますようお願いいたします。 

次に２点目です。本協議会は、被保険者の皆様、現役の医療機関関係者、大学関係

者、社会保険労務士、市議会議員など様々な分野からご参加いただいており、会議に

費やせる時間も限られております。したがいまして、会議時間は最大で午後３時まで

とさせていただきますのでご了承ください。 

続きまして、この４月の人事異動により、担当職員の一部に変更がありましたの

で、ご紹介いたします。 

 

（行政出席者及び事務局職員あいさつ） 

 

議事に入ります前に本日の委員の出席状況等を報告いたします。定員１２名のとこ

ろ、医療担当者代表の石川委員、髙橋委員、野上委員の３名が欠席でございまして、

本日の会議出席者は９名です。龍ケ崎市国民健康保険条例施行規則第４条の規定のと

おり、各代表から１名以上を含む過半数の出席をいただいておりますので、本会議が

有効に成立していることを報告いたします。 

続いて傍聴者でございますが、本日の会議の傍聴希望者はおりません。 

それでは本日の議事に入らせていただきます。龍ケ崎市国民健康保険条例施行規則

第４条に会長は会議の議長となるとの規定がございますので、ここからの進行は百瀬

会長にお願いしたいと存じます。百瀬会長よろしくお願いいたします。 

百瀬会長 皆様こんにちは。百瀬でございます。本日も皆様のご協力をいただきながら議長の

役割を果たしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに会議録に署名をお願いする委員を指名させていただきます。会議録は開催ご

とに作成し、私以外に２名の委員から署名をいただいております。本日の協議会につ

きましては、松野委員、矢口委員に会議録の署名をお願いできればと思いますがよろ

しいでしょうか。 

 

（了承） 

 

ありがとうございます。それでは、本日の次第に従って協議会を進めたいと思いま

す。 

 （１）龍ケ崎市国民健康保険税条例の改正内容について 

百瀬会長 まず議事第１号「龍ケ崎市国民健康保険税条例の改正内容について」を事務局より

説明をお願いいたします。 

事務局 それでは、議事第１号につきまして、説明をさせていただきます。 
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事務局 （会議資料に基づき説明） 

 

議事第１号「龍ケ崎市国民健康保険税条例の改正内容について」の説明は以上とな

ります。 

百瀬会長 ご説明ありがとうございました。ただいま事務局より、議事第１号について説明が

ございましたが、ご質問等がある方は遠慮なく挙手の上ご発言をお願いしたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

百瀬会長 国民健康保険税は、世帯の所得や人数が増えると、一般的には保険税が上がります

が、そこに上限を設けています。その上限である限度額を、地方税法施行令の改正に

合わせて引き上げるということが１点目、もう１点が、一方で、所得が少ない人につ

いては、応益部分について軽減措置をとっており、どれぐらいの所得であれば何割を

軽減するかというものが定められていますが、その軽減を判定する基準を同じく見直

すというご提案だったと思います。 

限度額の引き上げについては、見込みでは、７８世帯が現行の限度額を超過するこ

とになり、そのうち７７世帯は保険税が１万円上がり、残りの１世帯は１万円未満の

金額で税額が上がるということです。 

軽減判定基準の件については、５割軽減・２割軽減を合わせて４５世帯程度軽減を

受ける世帯が増えるということです。いずれにしても、この改正によって大きく保険

税が増えるとか、あるいは逆に減るというわけではないというようなご説明だったと

思いますが、いかがでしょう。何か気になる点があればご質問等をお願いします。 

 

（各委員より意見・質問等なし） 

 

ご意見がなければ、議事第１号「龍ケ崎市国民健康保険税条例の改正内容につい

て」をご承認いただけますでしょうか。 

 

（各委員より異議なし） 

 

ありがとうございます。議事第１号「龍ケ崎市国民健康保険税条例の改正内容につ

いて」は原案のとおり承認することといたします。 

（２）令和６年度特定健診等の実施状況について 

百瀬会長 続きまして、議事第２号「令和６年度特定健診等の実施状況について」を事務局よ

り説明をお願いします。 

事務局 

(健康増進課) 

それでは議事第２号につきまして、説明をさせていただきます。 

 

（会議資料に基づき説明） 

 

議事第２号の説明については以上です。 

百瀬会長 ありがとうございました。議事第２号については、事前質問がございましたので、

引き続き事務局より説明をお願いします。 

事務局 

(健康増進課) 

ご説明いたします。 

 

（会議資料に基づき説明） 

 

事前質問に対する説明は以上です。 

事務局 

(健康増進課) 

説明の補足です。資料にあるナンバー５の質問について、特定健診の受診料が無料

となる４０歳・４１歳・５０歳・５１歳と、それ以外の受診料が１,０００円要する
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事務局 

(健康増進課) 

 

年齢とで受診率に明らかな差はあるのかという質問についてです。４０・４１・５

０・５１歳につきましては、４０歳・５０歳の被保険者は受診料が無料となっていま

して、１,０００円の受診料につきましても本年度より、１,５００円から引き下げた

ということで、資料のとおり回答させていただきました。 

百瀬会長 これは、令和７年度第３回運営協議会で議事とされたことですね。前回ご出席され

ていない方もいらっしゃるかと思うので、どのように見直したかについてご説明いた

だければと思います。 

事務局 

(健康増進課) 

特定健診の受診料については、４１歳、５１歳の方に受診機会を提供することを目

的に、従来から無料としていたところです。一方、がん関係の検診の見直しも行って

おり、そちらが県の指針等により、無料とする対象年齢を４０歳、５０歳にいたしま

した。そのため、そちらと足並みをそろえ、特定健診の受診料無料の対象年齢につい

ても、４０歳、５０歳を新たに加えたところです。また、特定健診の自己負担金につ

いては、これまで１,５００円としていたところですが、５００円引き下げて、１,０

００円としました。これにより受診率の向上につながっていければと考えています。 

百瀬会長 説明ありがとうございました。それでは議事第２号に関する説明と事前質問への回

答について、ご質問等がある方は挙手の上ご発言をお願いします。 

松野委員 特定保健指導についてお尋ねします。令和５年度と６年度では実施率が４.８ポイン

ト下がっていますが、これは毎年下がる傾向にあるのでしょうか。それとも、令和６

年度だけ急に下がったということでしょうか。 

事務局 

(健康増進課) 

年度によって上がり下がりはありますが、令和６年度は少し下がり幅が大きかった

という状況です。 

事務局 

(健康増進課) 

令和５年度と比較すると実施率が下がっていますが、県内の他市町村と比較すると

比較的高い実施率となっており、令和６年度については４４市町村中４位です。 

百瀬会長 ご説明ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

矢口委員 事前質問のナンバー７にある「未受診理由を把握しているか」について質問しま

す。特定健診の未受診理由に関するアンケート結果では、既に通院・治療中のため別

途特定健診は受診しないという回答が多いということですが、こういう方たちに特定

健診を受診してもらうためになにか取組はされているのでしょうか。 

事務局 

(健康増進課) 

各被保険者が疾病等で医療機関を受診した際に、特定健診と同様な検査を受けた場

合は、医療機関から報告をいただければ特定健診を受診したとみなすことができま

す。報告をしていただいた医療機関に対しては、委託料をお支払いしていますが、そ

の報告件数が少ないというのが現状です。今後医療機関に対してさらに協力要請をし

ていき、受診率の向上を図りたいと考えています。 

百瀬会長 この未受診理由に関するアンケートというのは、特定健診の受診票を送付する際に

返信用のはがきを同封して、それに回答してもらっているということですよね。回答

する方というのは、正当な理由があると思うから回答しているわけで、理由なく受診

しない人はそもそも回答もしてくれないと思いますが、アンケートの回答数はどのく

らいなのでしょうか。 

事務局 

(健康増進課) 

百瀬会長のおっしゃるとおり、令和５年度に特定健診の受診券の送付と併せて、未

受診理由のアンケートを実施しましたが、回答が返ってきたのは対象者１万数千人の

うち１８０件程度でした。 

百瀬会長 

 

 

 

 

 

通院・治療中のため特定健診を受けない方は、全体から見ると未受診の方の中のご

く一部であるとはいえ、通院自体はしてるわけですから、医療機関との連携の上で、

報告をしてもらえれば、特定健診の受診率が向上するということで問題はないと思い

ます。一方、その他の大多数の方については、未受診理由は不明であり、特定健診以

外で病院を受診している可能性も低いと考えられます。また、龍ケ崎市の特定保健指

導の実施率は非常に高いのですが、特定健診の受診率は逆に他の自治体よりも低く
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百瀬会長 なっています。特定健診を受けた方について、きちんと保健指導につなげられている

点では非常に評価が高いと思いますが、そもそもの特定健診受診率が低いという現状

です。特定健診未受診理由の把握とそれに対する対策について、どのような取組をお

考えでしょうか。 

事務局 

(健康増進課) 
勧奨の連絡・通知を行っても全く反応がない方を、いかにして受診につなげていく

かが最大の課題だと考えています。タッポくん健康マイレージ事業のような受診に対

するインセンティブは実施していますが、なかなか受診率向上につながっていないと

いう現状です。今年度から健康増進課において、介護予防関係の事業も担うことにな

りました。高齢者の見守り事業などを通じて、保健師が連携して個別訪問をする機会

を増やしていきながら、個々の未受診者に合わせた受診勧奨などを行い、少しずつ受

診率を向上していければと考えています。 

百瀬会長 ありがとうございます。近隣や受診率の高い自治体、あるいは先進的な取組を行っ

ている自治体を調べるというような予定はあるでしょうか。 

事務局 

(健康増進課) 

受診料を無料にしている自治体は、受診率が高いです。毎年茨城県が実施している

特定健診に関する研修会等において、それぞれの市町村でどのような工夫をしている

かという事例を報告する場があるのですが、龍ケ崎市が他市町村と比べて取組が遅れ

ているということはなく、むしろ積極的に取り組んでいる状況です。自己負担金の１,

５００円から１,０００円への引き下げも、その取組の一環です。しかしながら、実際

その結果として受診率向上にはつながっていないというのが現状です。引き続き、県

外自治体も含めた事例研究を行っていきます。 

百瀬会長 丁寧なご説明ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

松井委員 令和６年度の特定健診実施率が３２.８％ですが、そのうちの大体何％ぐらいの方

が、保健指導が必要で、その推移というのは、年々どのように変化しているのでしょ

うか。また、県・国と比べて、龍ケ崎市における保健指導が必要な方の人数は多いの

か少ないのか教えてください。 

事務局 

(健康増進課) 

令和６年度における特定健診受診者は３,４３１名で、そのうち特定保健指導の対

象となった方は４０９名です。特定保険指導の対象となった方は、全体の受診者のう

ちの１.７％となっております。県平均に対する対象者数の多寡については、手元に

資料がなく即答できかねます。 

特定保健指導対象者数の推移については、例年大きな変化はありません。特定保健

指導を実施した方のうち、医療機関の受診が必要な方が、医療機関を受診して服薬を

開始すると特定保健指導の対象外となるので、大きな人数の変動はありません。 

松井委員 ありがとうございます。市としては、特定健診の受診率を上げつつ、特定保健指導

の実施率も上げていくという方向でよろしいのでしょうか。 

事務局 

(健康増進課) 
はい。そのとおりです。 

事務局 

(健康増進課) 

特定保健指導率を上げていくことも当然大事ですが、特定保健指導が必要にならな

いように、市民が日頃から健康に気を付けていただけるようになることが、我々の目

指すところだと思います。 

百瀬会長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

石﨑委員 特定健診のなかで、人間ドックと集団健診の割合はどのようになっているのでしょ

うか。人間ドックの場合、検査からその後の指導まで一体的にしてもらえるので、そ

ちらを選択する人が私の身近には多いのですが、人間ドックと集団健診とでは受診手

続きや受診料等が異なるため、その割合によって受診率向上の対策も変わってくると

思うので、お尋ねします。 
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事務局 

(健康増進課) 

 

人間ドック全体の割合ではありませんが、龍ケ崎済生会病院には人間ドックと特定

健診の両方を受けた方に対して、特定保健指導の実施をお願いしています。その対象

となった方は、令和６年度は７８名となっています。それ以外の人間ドックを受けた

方については、受診の数か月後に国民健康保険団体連合会からデータを抽出して、委

託業者から受診勧奨を行っているので、人間ドックと医療機関の受診者の割合という

のは、この場では分かりかねます。 

石﨑委員 人間ドックの受診料については、健康保険からかなりの額の助成が行われていたか

と思います。一方で、集団健診の受診料を引き下げて受診率を上げようということを

取り組まれているわけですが、人間ドックの助成と集団健診のどちらに重点を置かれ

るのでしょうか。あるいは、それぞれにどういう施策で受診率向上を図っていくので

しょうか。 

事務局 

(健康増進課) 

どちらに重きを置くということではなくて、どちらも市民の選択肢の１つだと考え

ています。人間ドックについても受診率向上の観点から、国保加入者については保険

年金課において、受診料の助成を行っており、集団健診と併せて受診率向上に努めて

いるところです。 

百瀬会長 受診率向上のために集団健診の受診料を引き下げるのであれば、それと併せて、人

間ドックへの助成を増やすという考え方もあると思いますが、その点はいかがでしょ

うか。 

事務局 

(健康増進課) 

助成対象となる医療機関における人間ドック受け入れ人数にも限りがございます。

例えば人気のある病院は、現状でも予約がいっぱいで、この状況で助成を大幅に増や

すことは厳しいと思います。人間ドックを希望される方が、希望どおり受診できるよ

うに現状を維持しつつ、更なる医療機関の協力を求めていきながら、人間ドックの方

も増やしていければと思ってます。 

百瀬会長 他にご意見がなければ、議事第２号「令和６年度特定健診等の実施状況について」

をご了承いただけますでしょうか。 

 

（各委員より異議なし） 

 

はい。皆様ありがとうございます。それでは議事第２号についてはここまでとさせ

ていただきます。 

（３）その他 

百瀬会長 最後に事務局より議事第３号「その他」について説明をお願いいたします。 

事務局 議事第３号「その他」今年度の会議開催予定についてご説明いたします。 

 

（会議資料に基づき説明） 

 

説明につきましては以上となります。 

百瀬会長 ありがとうございました。ただいま議事第３号についてご説明がございましたが、

ご意見あるいはご質問等がございましたら挙手の上ご発言をお願いいたします。 

松井委員 議事第１号の税額の件ですが、龍ケ崎市の国民健康保険税への影響がありました

ら、教えてください。 

百瀬会長 少し戻りますが、最初の議事「国民健康保険税条例の改正について」ですね。限度

額の引き上げと軽減判定基準の見直しによる税収の増減について、ご説明をいただけ

ればと思いますがいかがでしょうか。 

事務局 松井委員のご質問についてですが、令和８年度課税に係る所得額が確定していない

ため、税収の見込みは、今のところ申し上げられません。 
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松井委員 分かりました。今回の改正による影響はあまりないのかなと思ったので、お聞きし

ました。 

百瀬会長 

 

 

 

 

増収要素としては、限度額の引き上げによって、７８世帯がプラス１万円程度の増

となり、減収要素としては、軽減判定基準の見直しによって、軽減世帯が４５世帯増

えるということです。ただ、国民健康保険税全体から見ればわずかな影響だとは思い

ます。 

ほかにいかがでしょうか。 

矢口委員 茨城県で国民健康保険の広域化が進んでいるかと思います。私、委員になったのが

昨年からで、広域化について全く分からないので、今後の見通しや進捗状況について

ご説明をしていただきたいと思います。この場でなくても、次回以降の協議会の際で

も結構です。 

百瀬会長 何回か前の会議のときに、税率を県内市町村で統一するという動きがあったが頓挫

してしまったという説明があったと思います。その後に委嘱された委員の方もいらっ

しゃいますので、これまでの経緯と今後の動きについて、次回の協議会でご説明いた

だければと思います。差し当たって、可能であれば、現状を簡単にご説明いただけま

すでしょうか。 

事務局 詳しくは次回に資料を提供しながらお話をさせていただきたいと思いますが、先

日、茨城県から税率統一に向けた指針というか、議論を進めるスケジュールが示され

たところです。今年度から各市町村の意見を聞いて、統一化ができるかどうかを含め

て検討を開始するということです。 

百瀬会長 ほかにご意見等はありますでしょうか。 

 

（各委員より意見等なし） 

 

無ければ以上をもちまして、本日の議事についての審議を終了させていただきま

す。 

それでは、事務局の方に進行を戻し、議長の任を解かせていただきます。 

事務局 百瀬会長、本日の議事進行、誠にありがとうございました。 

冒頭にもお伝えしたとおり、本日の会議録の原案が完成いたしましたら百瀬会長、

松野委員、矢口委員に会議録の確認及びご署名のお願いをいたしますので、その節は

よろしくお願いいたします。 

最後に、委員報酬について簡単に説明をいたします。議会選出の委員以外の委員の

皆様には、市の規定により委員報酬が支払われます。後日ご指定の金融機関口座に振

り込ませていただきますが、詳細につきましては改めて文書にてお知らせいたしま

す。 

委員各位におかれましては、ご多忙な中、大変恐れ入りますが、ご協力のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

それでは以上をもちまして、令和８年度第１回龍ケ崎市国民健康保険運営協議会を

終了いたします。本日は大変お忙しい中、本会議へのご参加、誠にありがとうござい

ました。 
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